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地下構造の構築方法としては、地中を掘り進む工法（シールド工法）と、地上から掘り下げる工法（開削工法）があります。シールド工法を可能な限り採用した場合で

も、連絡路が本線から分岐する付近から開削工法で幅を拡げ、地上から掘り下げて工事する必要があります。

また、連絡路が半地下、地表になる区間では地上に道路を構築することになります。
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・この図は、シールド構造を可能な限り

  採用した場合の概略図です。
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開削ボックス（埋め戻し部）
・シールドトンネルの地上部について

  は、現状の市街地を維持することも

  可能です。

・開削ボックス（埋め戻し部）の地上

  部については、住宅などの土地利用

  も可能です。
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